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生涯学習課から
別海町生涯教育研究所所報

育てよう別海町の『学びの木』

早寝早起き朝ごはんテレビを止めて外遊び

１２９

参加希望者はスポーツセンターへお申込みください。
TEL：75-2882　Eメール：sports@betsukai-pf.or.jp

年末年始でなまった体を軽やかに!

春から１年生になるお友達のための

冬のエクササイズ教室

平成27年度小学校入学者対象
2015ルーキースケート教室

締切：1月26日㈪

締切：1月16日㈮

締切：1月22日㈭

普段は動かさない体の隅々まで、ストレッチで伸ばす心地よさ
を体験してください♪
【日　　時】２月２日㈪・２月16日㈪　午前10時から11時
【集合場所】町民体育館・柔剣道場【持ち物】大判バスタオル

　寒さに負けないで外遊びを楽しめる、強い
体と気持ちを育てます。参加しやすいコース
を選んで参加してください。
【内　容】 歩行＆滑走～技術練習まで全コー

ス２回
　※段階に応じた指導をします。
【コース別開講日＆会場】
①別海町営リンク　昼の部
　１月21日㈬・22日㈭午後３時15分から４時
②別海町営リンク　夜の部
　１月27日㈫・28日㈬午後６時から６時45分
③西春別駅前スケートリンク
　１月29日㈭・30日㈮午後３時15分から４時
④尾岱沼スケートリンク
　１月27日㈫・28日㈬午後２時から２時45分
【持ち物】 スケート靴・手袋・帽子・防寒着

など

【日　　時】１月26日㈪・２月２日㈪・16日㈪
　　　　　　午前10時から11時15分
【集合場所】町民体育館・会議室
【持 ち 物】歩くスキー用具一式、手袋、帽子、サングラス
【そ の 他】
◦ レンタルスキーあります。申込み時に靴のサイズをお知らせください
◦イベント／２月８日㈰歩くスキーフェスティバルinふゆとぴあ
◦ プチ遠征／２月23日㈪雄大な雄阿寒岳をバックに、阿寒湖畔を歩きます。

■ 12月から始まっていますが、1月からの参加も可能です。
希望者はお申込みください。

【1月の開催日】①5日㈪　②13日㈫　③24日㈯
幼児　午後1時から1時30分
小学生以上　午後１時40分から２時30分
■ チャレンジ教室参加者で大会出場希望者は、後日とりまとめ

をします。
　◦町民スケート大会　１月25日㈰
　◦別海ロータリー杯　２月11日（水･祝）

冬場の体力づくり＆心のリフレッシュに！
エンジョイ★歩くスキー教室

2014-2015 チャレンジ・ザ・スケート教室のお知らせ

65歳以上
高齢期

豊かな経験や
知識を社会に
役立てましょう

　近隣と
なごやかに

ふれあいましょう
地域の行事等に
進んで参加
しましょう

趣味や教養を
生かして生活を
豊かにしましょう

社会的リーダー
としての学習と
　責任の遂行

趣味や特技を
 生かした
余暇の充実

家風の継承と
高齢期に向かう
生涯設計の確立

職業を通して
社会に貢献

体力にあった
運動の生活化 成人後期

40～59歳  

成
人前

期

30
～3

9歳
  

職業にかかわる
　専門知識の学習

広い視野に立つ
一般教養の拡充

子育ての
学習と実践 地域社会における

教育的環境の整備
家族ぐるみの学習
による健康管理

健全な家族生活の
設計と実践 体力の増進と

スポーツの継続

職業人としての
自覚と責任

教養を高める
学習計画の樹立

地域活動を
創りだす
実践的態度

国際性を
身につける
学習と交流

結婚と健全な
家庭づくり

生涯にわたる
人生設計の確立

生涯続ける
スポーツの選択

18～29歳  青年期

自己の特性
理解と
進路の決定 芸術・文化の

理解と創造力
自己教育力と
創造力を培う 書物による

専門知識の拡大 自己啓発の
実践的態度

地域活動における
役割の理解と実践 家業の

一翼を担う
積極的態度

高校生期15～17歳  

学び方を
身につけ意欲的
　に学習する 正しい職業観や

進路についての
学習を深める読書の

範囲を広げ心を
豊かにする 芸術や文化にふれ

感動の体験を
広げる

地域活動に
積極的に
参加する 善悪を判断し

望ましい行動
をとる 言葉づかいを

正しくし礼義作法
を身につける

自ら汗し
奉仕と勤労の
喜びを知る

男女のちがいを
正しく理解し
相互に協力する

スポーツを
楽しみ技能を
高める

中学生期

12～14歳  

小学生期

上手に聞いて
上手に話す

左右の指先を
上手に使う 美しい絵や音楽

にふれる

自分で衣服を
着たり脱いだり

する

遊びの後始末を
きちんとする

がまんすることや
ゆずり合うことを

おぼえる

自然と
ふれあいながら
友達と元気に

遊ぶ

清潔について
関心を持つ幼児

期4～
5歳     

乳幼児期

0～3歳  

やさしく抱いて
親と子の愛情を

深める

よい音楽や
お話を聞かせて
やすらぎを与える

やさしく
聞いて話し言葉
を育てる喜びや不満の

感情をきちんと
受けとめてやる

常に清潔な
着衣から快・不快の
感情を育てる

充分はわせ、
しっかり歩かせ
自立の心を
育てる

あたま
（知　識）

こころ
（社会性）

からだ
（健　康）

楽しく学び
学年の基礎を確実
に身につける

感動的な
ことがらを素直に
受け入れる
心を持つ

生活の目標を
きめてねばり強く

やりぬく

読書を楽しみ
習慣化を図る

お金や物を大切に
して上手に使う

　友達のよさを
認め合いたがいに
協力しあう

地域活動に
親しみ進んで
参加する 善悪の区別を

正しく判断して
行動する

進んで家の
手伝いをする

自然と触れあい
北国を生きぬく
体力をつくる

色々な
運動に親しみ
楽しさを広げる

育てよう　別海町の『学びの木』
べつかい

重点項目
（食　　育）

　6～11歳

自他の生命
の尊重と
健康管理

あいさつや食生活
等の基本的生活
習慣を身に
つける

身体の特徴を
知り自分で
健康を管理
する

  健診で、
健康管理と
食生活を
見直そう

生活習慣病
の予防と
健康管理

からだの安全と
健康の保持に
努めましょう

好き嫌いを
しないで
なんでも
食べる

望ましい食事で
健康な身体を
育てる

スポーツ活動に
よる心身の鍛練

望ましい生命観
に立つ自立的
健康管理

将来を見通して人生を豊かにするために　ふれあいを深めてすみよい町づくりのために

　生涯教育研究所では、人の一生を樹木に表し、その一葉に各年代の課題を示
した＂別海町の「学びの木｣ ＂を作成しています。町民の皆様が生涯を通して課
題を達成させ、豊かなくらしを営んでいただくことを願い続け、教育関係機関
でのポスター掲示、各戸へのカレンダー配布等、普及・啓発に取り組んでいます。

　今年度、これからの普及・啓発のため、アンケート調査を
実施し、たくさんの方がアンケートに協力してくださり、貴
重なご意見を寄せてくださいました。町民共通の目標とし
て実践していくことができるよう、今後も普及・啓発に取り
組んでまいります。ご協力ありがとうございました。

アンケートで寄せられた意見を参考に、平成27年の
『学びの木』カレンダーを作成しました。より多くの
皆様に活用いただければ幸いです。

ぜひ、身近なところに
掲示ください。

学びの木（カレンダー）を
見たことがありますか

ある
84％

ない
16％

参加者募集!
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図書館から

　11月１日㈯に開催された第60回古本市（主催／読書サー
クル東雲）の収益金で、大型絵本２冊を含む57冊の児童書
が寄贈されました。
　東雲の皆さん、ボランティアでの作業協力や、古本の提供
など様々な形で古本市にご協力くださった皆さんありがとう
ございました。

■と　き／１月30日㈮～２月25日㈬
■ところ／図書館エントランスホール
　ちぎり絵香彩会の会員9名の作品約30点を展
示します。

１月30日㈮～２月25日㈬

ちぎり絵香彩会
■と　き／16日･23日・30日㈮　11：00～　
■ところ／図書館「お話のコーナー」
■対　象／０歳～３歳程度
＊�図書館職員が赤ちゃん絵本の読み聞かせや手遊

びなどをします。

小さい子のお話の時間

問合せ／図書館　TEL 75-2266・FAX 75-0506  メール tosyo@betsukai.jp

休館中の返却は玄関横の返却ポストをご利用ください。

１日～６日・12日・13日・19日・26日・29日（月末休館日）です。

２日・９日・11日・16日・23日・26日（月末休館日）です。

１月の休館日

２月の休館日

東雲からの贈り物

郷土資料館から

２月の休館日　１日・７日・９日・11日・15日・21日・23日

１月の休館日　１～６日・12日・17日・18日・26日・31日

問合せ／郷土資料館　TEL・FAX 75-0802  メール kyoudo@betsukai.jp

　11月に町内３校（別海小・ 上春別小・ 別海中央小）の３・４
年生が、「昔のくらし」「昔の道具を調べる」授業の一環で来館さ
れました。主に昭和初期からの開拓時代の生活道具を見学しその
使用方法などを調べる授業です。
　当館では、見学以外にもいくつか昔の道具を実際に使用し体験
することができます。
　体験出来る主な道具は、「灯油ランプ」「火鉢」「火のし」「炭火
アイロン」「湯たんぽ」「洗濯板」「せんべい焼き」などです。な
かでも「せんべい焼き」は1番人気があり、自分で焼いて食べる
事が出来ます。

　便利な生活をしている中で昔の道具を使うと、準備などに手間が
かかり、その取扱いも不便さを感じます。昔の生活の中では、知恵
と工夫が隠されていることを学ぶことが出来たかと思います。
　今後は、メニューを増やし沢山の児童・生徒にこうした体験をし
ていただこうと考えています。

郷土資料館だより

せんべい焼き体験

館内で昔の道具を調べる

昔体験学習を行いました
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。
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又
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４
５
８
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０
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問
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０
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２
５
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問
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みの必要性を肌身に感じ、有意義な時間を過ごした
ようです。なお、ご支援、ご協力いただいておりま
す関係各位に対しまして、この場をお借りして、改
めてお礼申し上げます。ありがとうございました。

　11月15日、羅臼町公民館・体育館を会場に「ハ
イスクールフェス2014inらうす」が開催され、本
校からは生徒会・ 酪農経営科生徒が参加しました。
この「ハイスクールフェス」は高校生が日頃の学
習成果を直
接地域住民
の方々に伝
え、地域住
民の方々に
高校への理
解を深めて
いただくた
めに、管内
各高校の生徒達の運営で行われている催しです。こ
の中で、本校生徒は、パワーポイントを使って学校
紹介、また、この秋収穫された野菜を販売しました。
　来校された方々の評判も良く、本校のアピールに
つながりました。なお、来年度は別海町で開催され
る予定となっています。

　酪農経営科生徒３名が11月11日から17日にか
けて、カナダへの海外視察研修に参加しました。
　海外視察研修は、これまでヨーロッパ方面を視察
していましたが、今年度からはカナダへの視察とな
りました。現地では牧場視察をはじめ、「ロイヤル・
ウインター・フェア」の視察をしてきました。「ロ
イヤル・ウインター・フェア」は世界規模の農業祭
で、参加した３名も、その規模に圧倒されていたよ
う で し た。
この７日間
の海外視察
研修を通し
て、３名は
国際的な視
野に立った
酪農・農業
への取り組

～海外事情を体感～
～ハイスクールフェスティバルへ参加～

酪農経営科
海外研修

うみそら彩展 ◆月日： 平成27年１月９日㈮13:00～1月16日㈮16:00
◆場所： 別海町中央公民館ロビー

　別海高校美術部の作品展「うみそら彩展」を今年も開催します。
　中央公民館をお借りして、展示させていただくのが今年で４
回目となります。
　高文連釧根支部大会で優秀賞・ 入賞を受賞し、全道大会へ出
品した作品をはじめこの彩展にむけて制作した新作を展示する
予定です。
　今回は、絵画だけでなく立体人形も展示予定ですのでぜひ、
この機会に足を運んでいただき、別海高校生の感性を感じてみ
てください。 北海道別海高等学校美術部一同

　一般国道243号千歳橋架替工事を平成26年
から平成28年の３年間で実施しています。

　大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。
■工事期間　平成26年１月から平成28年12月まで
■迂回路（仮橋・仮道）供用期間（予定）
　平成26年10月20日㈪から平成28年11月まで
　※ 車両幅2.5ｍ以上、車両長さ12ｍ以上の特殊車両は仮道・ 仮橋を通ること

は出来ません。
　※ 特殊車両は、迂回路として国道272号、道道根室中標津線等主要道路をご

利用願います。
〈工事に関する問合せ〉
　北海道開発局釧路開発建設部 中標津道路事務所　TEL0153−72−3221
　別海町役場 建設水道部 事業課 計画調整担当　TEL0153−75−2111（内線3214・3217）

国  道

243
ROUTE

◎

★

別海町役場

別海新栄町

至 根室市

西別川

国道243号

千歳橋

迂回路

至 弟子屈町

迂回路供用中のため
通行に注意してください。道路工事のおしらせ
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